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【手続補正書】
【提出日】平成25年1月11日(2013.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
配列番号１～１０、２７～３５、５３～５７、６６～６８、７５、７６、８０、８１、８
４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１３４～１４４からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含んでいるＣｎａ＿Ｂドメイン抗原であって、ここで該アミノ酸配
列のＮ末端アミノ酸のアミノ基は、天然のグラム陽性細菌のタンパク質においてそれが連
結されているアミノ酸のカルボキシル基にペプチド結合によって連結されておらず、およ
び／または該アミノ酸配列のＣ末端アミノ酸のカルボキシル基は、天然のグラム陽性細菌
のタンパク質においてそれが連結されているアミノ酸のアミノ基にペプチド結合によって
連結されていない、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項２】
配列番号１～１０、２７～３５、５３～５７、６６～６８、７５、７６、８０、８１、８
４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１３４～１４４からなる群より選択
される２つのアミノ酸配列を含む、請求項１に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項３】
配列番号１のアミノ酸配列を含んでいる、請求項１に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項４】
配列番号１のアミノ酸配列からなる、請求項１に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項５】
第一のグラム陽性細菌のタンパク質の第一のＣｎａ＿Ｂドメインおよび第二のグラム陽性
細菌のタンパク質の第二のＣｎａ＿Ｂドメインを含んでおり、ここで該第一および第二の
グラム陽性細菌のタンパク質は異なるタンパク質であり、前記第一のＣｎａ＿Ｂドメイン
および前記第二のＣｎａ＿Ｂドメインが、配列番号２～１０、２７～３５、５３～５７、
６６、６７、７５、７６、８０、８１、８４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、
および１３４～１３８からなる群より選択されるアミノ酸配列である、Ｃｎａ＿Ｂドメイ
ン抗原。
【請求項６】
前記第一のグラム陽性細菌のタンパク質が、連鎖球菌のタンパク質である、請求項５に記
載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項７】
前記第一のグラム陽性細菌のタンパク質が、ブドウ球菌のタンパク質である、請求項５に
記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項８】
前記第一のＣｎａ＿Ｂドメインが、配列番号７４のアミノ酸配列を含む、請求項５に記載
のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項９】
２つの同一のＣｎａ＿Ｂドメインを含む、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原であって、前記Ｃｎａ
＿Ｂドメインが、配列番号２～１０、２７～３５、５３～５７、６６、６７、７５、７６
、８０、８１、８４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１３４～１３８か
らなる群より選択されるアミノ酸配列である、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項１０】
配列番号７４のアミノ酸配列を含むＣｎａ＿Ｂドメイン抗原であって、ここで該アミノ酸
配列のＮ末端アミノ酸のアミノ基は、天然のグラム陽性細菌のタンパク質においてそれが
連結されているアミノ酸のカルボキシル基にペプチド結合によって連結されておらず、お
よび／または該アミノ酸配列のＣ末端アミノ酸のカルボキシル基は、天然のグラム陽性細
菌のタンパク質においてそれが連結されているアミノ酸のアミノ基にペプチド結合によっ
て連結されていない、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
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【請求項１１】
（ａ）配列番号１、および配列番号１のＮ末端における配列番号１８の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号１のＣ末端における配列番号１８の０～２
８２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｂ）配列番号２、および配列番号２のＮ末端における配列番号１８の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号２のＣ末端における配列番号１８の０～３
９０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｃ）配列番号３、および配列番号３のＮ末端における配列番号１９の０～２９４個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３のＣ末端における配列番号１９の０～
３９０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｄ）配列番号４、および配列番号４のＮ末端における配列番号２０の０～２９７個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号４のＣ末端における配列番号２０の０～
３９６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｅ）配列番号５、および配列番号５のＮ末端における配列番号２１の０～３１０個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５のＣ末端における配列番号２１の０～
３８０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｆ）配列番号６、および配列番号６のＮ末端における配列番号２２の０～２８８個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６のＣ末端における配列番号２２の０～
３９３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｇ）配列番号７、および配列番号７のＮ末端における配列番号２３の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号７のＣ末端における配列番号２３の０～３
９２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｈ）配列番号８、および配列番号８のＮ末端における配列番号２４の０～９０６個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８のＣ末端における配列番号２４の０～
５８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｉ）配列番号９、および配列番号９のＮ末端における配列番号２５の０～６５４個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号９のＣ末端における配列番号２５の０～
６４６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｊ）配列番号１０、および配列番号１０のＮ末端における配列番号２６の０～５１個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１０のＣ末端における配列番号２６の
０～７６８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｋ）配列番号２７、および配列番号２７のＮ末端における配列番号４５の０～１６９個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２７のＣ末端における配列番号４５
の０～５２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｌ）配列番号２８、および配列番号２８のＮ末端における配列番号４６の０～１６０個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２８のＣ末端における配列番号４６
の０～７５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｍ）配列番号２９、および配列番号２９のＮ末端における配列番号４７の０～５１個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２９のＣ末端における配列番号４７の
０～７７８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｎ）配列番号３０、および配列番号３０のＮ末端における配列番号４８の０～５２個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３０のＣ末端における配列番号４８の
０～７８６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｏ）配列番号３１、および配列番号３１のＮ末端における配列番号４９の０～３６５個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３１のＣ末端における配列番号４９
の０～５０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｐ）配列番号３２、および配列番号３２のＮ末端における配列番号５０の０～１２９０
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３２のＣ末端における配列番号５
０の０～６２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｑ）配列番号３３、および配列番号３３のＮ末端における配列番号５１の０～３９４個
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の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３３のＣ末端における配列番号５１
の０～６５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｒ）配列番号３５、および配列番号３５のＮ末端における配列番号５２の０～９８個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３５のＣ末端における配列番号５２の
０～３６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｓ）配列番号５３、および配列番号５３のＮ末端における配列番号６３の０～４５９個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５３のＣ末端における配列番号６３
の０～６８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｔ）配列番号５４、および配列番号５４のＮ末端における配列番号６４の０～６０個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５４のＣ末端における配列番号６４の
０～７６２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｕ）配列番号５５、および配列番号５５のＮ末端における配列番号６５の０～２７１個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５５のＣ末端における配列番号６５
の０～４１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｖ）配列番号６６、および配列番号６６のＮ末端における配列番号７２の０～７０３個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６６のＣ末端における配列番号７２
の０～４７３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｗ）配列番号６７、および配列番号６７のＮ末端における配列番号７２の０～９２４個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６７のＣ末端における配列番号７２
の０～３５３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｘ）配列番号６８、および配列番号６８のＮ末端における配列番号７３の０～３４４個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６８のＣ末端における配列番号７３
の０～７６１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｙ）配列番号３４、および配列番号３４のＮ末端における配列番号４７の０～７４８個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３４のＣ末端における配列番号４７
の０～６２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｚ）配列番号５７、および配列番号５７のＮ末端における配列番号６５の０～１６１個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５７のＣ末端における配列番号６５
の０～１４１個の追加の連続するアミノ酸；
（ａａ）配列番号８０、および配列番号８０のＮ末端における配列番号８２の０～３４８
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８０のＣ末端における配列番号８
２の０～５３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｂｂ）配列番号８１、および配列番号８１のＮ末端における配列番号８３の０～３５８
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８１のＣ末端における配列番号８
３の０～１２４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｃｃ）配列番号８４、および配列番号８４のＮ末端における配列番号８７の０～３５０
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８４のＣ末端における配列番号８
７の０～２４４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｄｄ）配列番号８５、および配列番号８５のＮ末端における配列番号８７の０～５３９
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８５のＣ末端における配列番号８
７の０～５５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｅｅ）配列番号８６、および配列番号８６のＮ末端における配列番号８８の０～３３６
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８６のＣ末端における配列番号８
８の０～７４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｆｆ）配列番号１２２、および配列番号１２２のＮ末端における配列番号１２１の０～
５９個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２２のＣ末端における配列
番号１２１の０～１０３０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｇｇ）配列番号１２３、および配列番号１２３のＮ末端における配列番号１２１の０～
５２４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２３のＣ末端における配
列番号１２１の０～５６１個の追加の連続するアミノ酸；
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（ｈｈ）配列番号１２４、および配列番号１２４のＮ末端における配列番号１２１の０～
６３７個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２４のＣ末端における配
列番号１２１の０～４５１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｉｉ）配列番号１２５、および配列番号１２５のＮ末端における配列番号１２１の０～
７５９個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２５のＣ末端における配
列番号１２１の０～３２８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｊｊ）配列番号１２６、および配列番号１２６のＮ末端における配列番号１２１の０～
９０４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２６のＣ末端における配
列番号１２１の０～１８８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｋｋ）配列番号１３４、および配列番号１３４のＮ末端における配列番号１３２の０～
５９１個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３４のＣ末端における配
列番号１３２の０～６８３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｌｌ）配列番号１３５、および配列番号１３５のＮ末端における配列番号１３２の０～
７０３個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３５のＣ末端における配
列番号１３２の０～５７２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｍｍ）配列番号１３６、および配列番号１３６のＮ末端における配列番号１３２の０～
８１４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３６のＣ末端における配
列番号１３２の０～４６１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｎｎ）配列番号１３７、および配列番号１３７のＮ末端における配列番号１３２の０～
９２４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３７のＣ末端における配
列番号１３２の０～３５１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｏｏ）配列番号１３８、および配列番号１３８のＮ末端における配列番号１３２の０～
１０３５個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３８のＣ末端における
配列番号１３２の０～２４１個の追加の連続するアミノ酸；および
（ｐｐ）配列番号１３９、および配列番号１３４のＮ末端における配列番号１３２の０～
５９８個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３４のＣ末端における配
列番号１３２の０～２２５個の追加の連続するアミノ酸；
からなる群より選択されるアミノ酸配列からなる、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項１２】
配列番号１～１０、２７～３５、５３～５５、５７、６６～６８、８０、８１、８４～８
６、および１３９からなる群より選択されるアミノ酸配列からなる、請求項１１に記載の
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項１３】
（ａ）配列番号１、および配列番号１のＮ末端における配列番号１８の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号１のＣ末端における配列番号１８の０～２
８２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｂ）配列番号２、および配列番号２のＮ末端における配列番号１８の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号２のＣ末端における配列番号１８の０～３
９０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｃ）配列番号３、および配列番号３のＮ末端における配列番号１９の０～２９４個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３のＣ末端における配列番号１９の０～
３９０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｄ）配列番号４、および配列番号４のＮ末端における配列番号２０の０～２９７個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号４のＣ末端における配列番号２０の０～
３９６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｅ）配列番号５、および配列番号５のＮ末端における配列番号２１の０～３１０個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５のＣ末端における配列番号２１の０～
３８０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｆ）配列番号６、および配列番号６のＮ末端における配列番号２２の０～２８８個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６のＣ末端における配列番号２２の０～
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３９３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｇ）配列番号７、および配列番号７のＮ末端における配列番号２３の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号７のＣ末端における配列番号２３の０～３
９２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｈ）配列番号８、および配列番号８のＮ末端における配列番号２４の０～９０６個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８のＣ末端における配列番号２４の０～
５８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｉ）配列番号９、および配列番号９のＮ末端における配列番号２５の０～６５４個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号９のＣ末端における配列番号２５の０～
６４６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｊ）配列番号１０、および配列番号１０のＮ末端における配列番号２６の０～５１個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１０のＣ末端における配列番号２６の
０～７６８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｋ）配列番号２７、および配列番号２７のＮ末端における配列番号４５の０～１６９個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２７のＣ末端における配列番号４５
の０～５２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｌ）配列番号２８、および配列番号２８のＮ末端における配列番号４６の０～１６０個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２８のＣ末端における配列番号４６
の０～７５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｍ）配列番号２９、および配列番号２９のＮ末端における配列番号４７の０～５１個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２９のＣ末端における配列番号４７の
０～７７８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｎ）配列番号３０、および配列番号３０のＮ末端における配列番号４８の０～５２個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３０のＣ末端における配列番号４８の
０～７８６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｏ）配列番号３１、および配列番号３１のＮ末端における配列番号４９の０～３６５個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３１のＣ末端における配列番号４９
の０～５０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｐ）配列番号３２、および配列番号３２のＮ末端における配列番号５０の０～１２９０
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３２のＣ末端における配列番号５
０の０～６２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｑ）配列番号３３、および配列番号３３のＮ末端における配列番号５１の０～３９４個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３３のＣ末端における配列番号５１
の０～６５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｒ）配列番号３５、および配列番号３５のＮ末端における配列番号５２の０～９８個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３５のＣ末端における配列番号５２の
０～３６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｓ）配列番号５３、および配列番号５３のＮ末端における配列番号６３の０～４５９個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５３のＣ末端における配列番号６３
の０～６８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｔ）配列番号５４、および配列番号５４のＮ末端における配列番号６４の０～６０個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５４のＣ末端における配列番号６４の
０～７６２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｕ）配列番号５５、および配列番号５５のＮ末端における配列番号６５の０～２７１個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５５のＣ末端における配列番号６５
の０～４１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｖ）配列番号６６、および配列番号６６のＮ末端における配列番号７２の０～７０３個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６６のＣ末端における配列番号７２
の０～４７３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｗ）配列番号６７、および配列番号６７のＮ末端における配列番号７２の０～９２４個
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の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６７のＣ末端における配列番号７２
の０～３５３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｘ）配列番号６８、および配列番号６８のＮ末端における配列番号７３の０～３４４個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６８のＣ末端における配列番号７３
の０～７６１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｙ）配列番号３４、および配列番号３４のＮ末端における配列番号４７の０～７４８個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３４のＣ末端における配列番号４７
の０～６２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｚ）配列番号５７、および配列番号５７のＮ末端における配列番号６５の０～１６１個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５７のＣ末端における配列番号６５
の０～１４１個の追加の連続するアミノ酸；
（ａａ）配列番号８０、および配列番号８０のＮ末端における配列番号８２の０～３４８
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８０のＣ末端における配列番号８
２の０～５３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｂｂ）配列番号８１、および配列番号８１のＮ末端における配列番号８３の０～３５８
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８１のＣ末端における配列番号８
３の０～１２４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｃｃ）配列番号８４、および配列番号８４のＮ末端における配列番号８７の０～３５０
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８４のＣ末端における配列番号８
７の０～２４４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｄｄ）配列番号８５、および配列番号８５のＮ末端における配列番号８７の０～５３９
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８５のＣ末端における配列番号８
７の０～５５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｅｅ）配列番号８６、および配列番号８６のＮ末端における配列番号８８の０～３３６
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８６のＣ末端における配列番号８
８の０～７４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｆｆ）配列番号１２２、および配列番号１２２のＮ末端における配列番号１２１の０～
５９個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２２のＣ末端における配列
番号１２１の０～１０３０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｇｇ）配列番号１２３、および配列番号１２３のＮ末端における配列番号１２１の０～
５２４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２３のＣ末端における配
列番号１２１の０～５６１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｈｈ）配列番号１２４、および配列番号１２４のＮ末端における配列番号１２１の０～
６３７個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２４のＣ末端における配
列番号１２１の０～４５１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｉｉ）配列番号１２５、および配列番号１２５のＮ末端における配列番号１２１の０～
７５９個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２５のＣ末端における配
列番号１２１の０～３２８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｊｊ）配列番号１２６、および配列番号１２６のＮ末端における配列番号１２１の０～
９０４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２６のＣ末端における配
列番号１２１の０～１８８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｋｋ）配列番号１３４、および配列番号１３４のＮ末端における配列番号１３２の０～
５９１個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３４のＣ末端における配
列番号１３２の０～６８３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｌｌ）配列番号１３５、および配列番号１３５のＮ末端における配列番号１３２の０～
７０３個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３５のＣ末端における配
列番号１３２の０～５７２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｍｍ）配列番号１３６、および配列番号１３６のＮ末端における配列番号１３２の０～
８１４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３６のＣ末端における配
列番号１３２の０～４６１個の追加の連続するアミノ酸；
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（ｎｎ）配列番号１３７、および配列番号１３７のＮ末端における配列番号１３２の０～
９２４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３７のＣ末端における配
列番号１３２の０～３５１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｏｏ）配列番号１３８、および配列番号１３８のＮ末端における配列番号１３２の０～
１０３５個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３８のＣ末端における
配列番号１３２の０～２４１個の追加の連続するアミノ酸；および
（ｐｐ）配列番号１３９、および配列番号１３９のＮ末端における配列番号１３２の０～
５９８個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３９のＣ末端における配
列番号１３２の０～２２５個の追加の連続するアミノ酸；
からなる群より選択されるアミノ酸配列を含む、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原であって、
ここで、該アミノ酸配列のＮ末端アミノ酸のアミノ基は、天然のグラム陽性細菌のタンパ
ク質においてそれが連結されているアミノ酸のカルボキシル基にペプチド結合によって連
結されておらず、および／または該アミノ酸配列のＣ末端アミノ酸のカルボキシル基は、
天然のグラム陽性細菌のタンパク質においてそれが連結されているアミノ酸のアミノ基に
ペプチド結合によって連結されていない、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項１４】
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原であって：
　Ａ（ＬＢ）ｎ

からなり、
ここで：
　Ａは、配列番号２～１０、２７～３５、５３～５７、６６、６７、７５、７６、８０、
８１、８４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１３４～１３８からなる群
より選択されるアミノ酸配列を含む第一のＣｎａ＿Ｂドメインであり；
　Ｂは、配列番号２～１０、２７～３５、５３～５７、６６、６７、７５、７６、８０、
８１、８４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１３４～１３８からなる群
より選択されるアミノ酸配列を含む第二のＣｎａ＿Ｂドメインであり；
　ｎは１～１０であり；かつ
　Ｌは独立して、存在しないかまたはアミノ酸リンカーである、
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項１５】
配列番号１２７～１３１および１３３～１４４からなる群より選択されるアミノ酸配列を
含む、請求項１４に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項１６】
前記第一のＣｎａ＿Ｂドメインおよび少なくとも１つの第二のＣｎａ＿Ｂドメインが、２
つの異なるグラム陽性細菌のタンパク質のドメインである、請求項１４に記載のＣｎａ＿
Ｂドメイン抗原。
【請求項１７】
前記２つの異なるグラム陽性細菌のタンパク質が、連鎖球菌の２つの異なる種由来である
、請求項１６に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項１８】
前記グラム陽性細菌のタンパク質のうちの少なくとも１つが、Ｓ．ａｇａｌａｃｔｉａｅ
、Ｓ．ｐｙｏｇｅｎｅｓ、Ｓ．ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ、Ｓ．ａｕｒｅｕｓ、Ｓ．ｓｕｉｓ
、およびＳ．ｅｑｕｉからなる群より選択される細菌由来である、請求項１６に記載のＣ
ｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項１９】
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原であって：
　Ａ（ＬＢ）ｎ

を含み、ここで：
　Ａは、配列番号２～１０、２７～３５、５３～５７、６６、６７、７５、７６、８０、
８１、８４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１３４～１３８からなる群
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より選択されるアミノ酸配列を含む第一のＣｎａ＿Ｂドメインであり；
　Ｂは、配列番号２～１０、２７～３５、５３～５７、６６、６７、７５、７６、８０、
８１、８４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１３４～１３８からなる群
より選択されるアミノ酸配列を含む第二のＣｎａ＿Ｂドメインであり；
　ｎは１～１０であり；かつ
　Ｌは独立して、存在しないかまたはアミノ酸リンカーであり；そして
ここで、該第一のＣｎａ＿ＢドメインのＮ末端アミノ酸のアミノ基は、天然のグラム陽性
細菌のタンパク質においてそれが連結されているアミノ酸のカルボキシル基にペプチド結
合によって連結されておらず、および／または該第二のＣｎａ＿ＢドメインのＣ末端アミ
ノ酸のカルボキシル基は、天然のグラム陽性細菌のタンパク質においてそれが連結されて
いるアミノ酸のアミノ基にペプチド結合によって連結されていない、
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項２０】
配列番号１～１０、２７～３５、５３～５７、６６～６８、７５、７６、８０、８１、８
４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１３３～１４４からなる群より選択
されるアミノ酸配列から本質的になる、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原；および
　細菌抗原、
を含む、融合ポリペプチド。
【請求項２２】
キャリアタンパク質に結合されている、請求項１～２０のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂド
メイン抗原または請求項２１に記載の融合ポリペプチド。
【請求項２３】
請求項１～２０のいずれかに記載の単離されたＣｎａ＿Ｂドメイン抗原または請求項２１
に記載の融合ポリペプチドをコードする核酸分子。
【請求項２４】
発現ベクターである、請求項２３に記載の核酸分子。
【請求項２５】
請求項１～２０のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原または請求項２１に記載の融
合ポリペプチドをコードする発現ベクターを含んでいる、宿主細胞。
【請求項２６】
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原または融合ポリペプチドを作製する方法であって：
　前記発現ベクターが該Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原または該融合ポリペプチドを発現する条
件下で請求項２５に記載の宿主細胞を培養する工程と；
　該Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原または該融合ポリペプチドを収集する工程と；
を包含する、方法。
【請求項２７】
１つ以上のＣｎａ＿Ｂドメインに対して選択的に結合する単離された抗体であって、ここ
で各々のＣｎａ＿Ｂドメインは、配列番号１～１０、２７～３５、５３～５７、６６～６
８、７４～７６、８０、８１、８４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１
３４～１４４からなる群より選択されるアミノ酸配列を含む、単離された抗体。
【請求項２８】
配列番号１のアミノ酸配列を含んでいるポリペプチドに結合する、請求項２７に記載の単
離された抗体。
【請求項２９】
モノクローナル抗体である、請求項２７または２８に記載の単離された抗体。
【請求項３０】
少なくとも３０％のＧＢＳ株５１５のオプソニン食作用を誘導する、請求項２７～２９の
いずれかに記載の単離された抗体。
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【請求項３１】
　　請求項１～２０のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原；
　　請求項２１に記載の融合ポリペプチド；
　　請求項２３に記載の核酸分子；および
　　請求項２７に記載の単離された抗体
からなる群より選択される、活性因子；ならびに
　薬学的に許容され得るキャリア
を含む、組成物。
【請求項３２】
（ａ）請求項３１に記載の組成物を含んでいる容器と；
（ｂ）Ｃｎａ＿Ｂドメインを含んでいるグラム陽性細菌のタンパク質に対する免疫応答を
惹起するために該組成物を用いるための説明書と；
を備える、キット。
【請求項３３】
グラム陽性細菌による感染を処置することにおける使用のための組成物であって、請求項
１～２０のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原または請求項２１に記載の融合ポリ
ペプチドを含む、組成物。
【請求項３４】
前記グラム陽性細菌が、Ｓ．ａｇａｌａｃｔｉａｅ、Ｓ．ｐｙｏｇｅｎｅｓ、Ｓ．ｐｎｅ
ｕｍｏｎｉａｅ、Ｓ．ａｕｒｅｕｓ、Ｓ．ｓｕｉｓ、およびＳ．ｅｑｕｉからなる群より
選択される、請求項３３に記載の組成物。
【請求項３５】
グラム陽性細菌による感染を低減するための組成物であって、有効量の請求項１～２０の
いずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原または請求項２１に記載の融合ポリペプチドを
含む、組成物。
【請求項３６】
前記グラム陽性細菌が、Ｓ．ａｇａｌａｃｔｉａｅ、Ｓ．ｐｙｏｇｅｎｅｓ、Ｓ．ｐｎｅ
ｕｍｏｎｉａｅ、Ｓ．ａｕｒｅｕｓ、Ｓ．ｓｕｉｓ、およびＳ．ｅｑｕｉからなる群より
選択される、請求項３５に記載の組成物。
【請求項３７】
単離された抗原である、請求項１～２０のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、グラム陽性細菌に対する、特にＳ．ａｕｒｅｕｓ、Ｓ．ｐｎｅｕｍｏｎｉａ
ｅ、Ｓ．ａｇａｌａｃｔｉａｅ（ＧＢＳ）、Ｓ．ｐｙｏｇｅｎｅｓ（ＧＡＳ）、Ｓ．ｅｑ
ｕｉ、およびＳ．ｓｕｉｓのうちの１つ以上に対する防御を誘導するワクチン組成物中で
有用であるＣｎａ＿Ｂドメイン抗原を提供する。本発明はまた、種々の連鎖球菌および／
またはブドウ球菌の種の間の交差防御を含めて、グラム陽性細菌感染に対して抗体を誘導
するため、およびこれを処置または防御するためにＣｎａ＿Ｂドメイン抗原を用いる方法
を提供する。
　本発明の好ましい実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
配列番号１～１０、２７～３５、５３～５７、６６～６８、７５、７６、８０、８１、８
４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１３４～１４４からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含んでいるＣｎａ＿Ｂドメイン抗原であって、ここで該アミノ酸配
列のＮ末端アミノ酸のアミノ基は、天然のグラム陽性細菌のタンパク質において連結され
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ているアミノ酸のカルボキシル基にペプチド結合によって連結されず、および／または該
アミノ酸配列のＣ末端アミノ酸のカルボキシル基は、天然のグラム陽性細菌のタンパク質
において連結されているアミノ酸のアミノ基にペプチド結合によって連結されない、Ｃｎ
ａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目２）
配列番号１～１０、２７～３５、５３～５７、６６～６８、７５、７６、８０、８１、８
４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１３４～１４４からなる群より選択
される２つのアミノ酸配列を含む、項目１に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目３）
アミノ酸配列、配列番号１を含んでいる、項目１に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目４）
アミノ酸配列、配列番号１からなる、項目１に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目５）
第一のグラム陽性細菌のタンパク質の第一のＣｎａ＿Ｂドメインおよび第二のグラム陽性
細菌のタンパク質の第二のＣｎａ＿Ｂドメインを含んでおり、ここで該第一および第二の
グラム陽性のタンパク質は異なるタンパク質である、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目６）
前記第一のグラム陽性細菌のタンパク質が、連鎖球菌のタンパク質である、項目５に記載
のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目７）
前記第一のグラム陽性細菌のタンパク質が、ブドウ球菌のタンパク質である、項目５に記
載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目８）
前記第一のＣｎａ＿Ｂドメインが、アミノ酸配列、配列番号７４を含む、項目５に記載の
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目９）
前記第一のＣｎａ＿Ｂドメインが、配列番号１～１０、２７～３５、５３～５７、６６～
６８、７５、７６、８０、８１、８４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および
１３４～１４４からなる群より選択されるアミノ酸配列である、項目５に記載のＣｎａ＿
Ｂドメイン抗原。
（項目１０）
２つの同一のＣｎａ＿Ｂドメインを含む、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目１１）
アミノ酸配列、配列番号７４を含むＣｎａ＿Ｂドメイン抗原であって、ここで該アミノ酸
配列のＮ末端アミノ酸のアミノ基は、天然のグラム陽性細菌のタンパク質において連結さ
れているアミノ酸のカルボキシル基にペプチド結合によって連結されず、および／または
該アミノ酸配列のＣ末端アミノ酸のカルボキシル基は、天然のグラム陽性細菌のタンパク
質において連結されているアミノ酸のアミノ基にペプチド結合によって連結されない、Ｃ
ｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目１２）
（ａ）配列番号１、および配列番号１のＮ末端における配列番号１８の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号１のＣ末端における配列番号１８の０～２
８２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｂ）配列番号２、および配列番号２のＮ末端における配列番号１８の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号２のＣ末端における配列番号１８の０～３
９０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｃ）配列番号３、および配列番号３のＮ末端における配列番号１９の０～２９４個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３のＣ末端における配列番号１９の０～
３９０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｄ）配列番号４、および配列番号４のＮ末端における配列番号２０の０～２９７個の追
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加の連続するアミノ酸、および／または配列番号４のＣ末端における配列番号２０の０～
３９６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｅ）配列番号５、および配列番号５のＮ末端における配列番号２１の０～３１０個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５のＣ末端における配列番号２１の０～
３８０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｆ）配列番号６、および配列番号６のＮ末端における配列番号２２の０～２８８個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６のＣ末端における配列番号２２の０～
３９３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｇ）配列番号７、および配列番号７のＮ末端における配列番号２３の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号７のＣ末端における配列番号２３の０～３
９２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｈ）配列番号８、および配列番号８のＮ末端における配列番号２４の０～９０６個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８のＣ末端における配列番号２４の０～
５８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｉ）配列番号９、および配列番号９のＮ末端における配列番号２５の０～６５４個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号９のＣ末端における配列番号２５の０～
６４６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｊ）配列番号１０、および配列番号１０のＮ末端における配列番号２６の０～５１個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１０のＣ末端における配列番号２６の
０～７６８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｋ）配列番号２７、および配列番号２７のＮ末端における配列番号４５の０～１６９個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２７のＣ末端における配列番号４５
の０～５２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｌ）配列番号２８、および配列番号２８のＮ末端における配列番号４６の０～１６０個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２８のＣ末端における配列番号４６
の０～７５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｍ）配列番号２９、および配列番号２９のＮ末端における配列番号４７の０～５１個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２９のＣ末端における配列番号４７の
０～７７８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｎ）配列番号３０、および配列番号３０のＮ末端における配列番号４８の０～５２個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３０のＣ末端における配列番号４８の
０～７８６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｏ）配列番号３１、および配列番号３１のＮ末端における配列番号４９の０～３６５個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３１のＣ末端における配列番号４９
の０～５０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｐ）配列番号３２、および配列番号３２のＮ末端における配列番号５０の０～１２９０
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３２のＣ末端における配列番号５
０の０～６２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｑ）配列番号３３、および配列番号３３のＮ末端における配列番号５１の０～３９４個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３３のＣ末端における配列番号５１
の０～６５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｒ）配列番号３５、および配列番号３５のＮ末端における配列番号５２の０～９８個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３５のＣ末端における配列番号５２の
０～３６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｓ）配列番号５３、および配列番号５３のＮ末端における配列番号６３の０～４５９個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５３のＣ末端における配列番号６３
の０～６８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｔ）配列番号５４、および配列番号５４のＮ末端における配列番号６４の０～６０個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５４のＣ末端における配列番号６４の
０～７６２個の追加の連続するアミノ酸；
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（ｕ）配列番号５５、および配列番号５５のＮ末端における配列番号６５の０～２７１個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５５のＣ末端における配列番号６５
の０～４１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｖ）配列番号６６、および配列番号６６のＮ末端における配列番号７２の０～７０３個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６６のＣ末端における配列番号７２
の０～４７３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｗ）配列番号６７、および配列番号６７のＮ末端における配列番号７２の０～９２４個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６７のＣ末端における配列番号７２
の０～３５３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｘ）配列番号６８、および配列番号６８のＮ末端における配列番号７３の０～３４４個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６８のＣ末端における配列番号７３
の０～７６１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｙ）配列番号３４、および配列番号３４のＮ末端における配列番号４７の０～７４８個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３４のＣ末端における配列番号４７
の０～６２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｚ）配列番号５７、および配列番号５７のＮ末端における配列番号６５の０～１６１個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５７のＣ末端における配列番号６５
の０～１４１個の追加の連続するアミノ酸；
（ａａ）配列番号８０、および配列番号８０のＮ末端における配列番号８２の０～３４８
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８０のＣ末端における配列番号８
２の０～５３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｂｂ）配列番号８１、および配列番号８１のＮ末端における配列番号８３の０～３５８
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８１のＣ末端における配列番号８
３の０～１２４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｃｃ）配列番号８４、および配列番号８４のＮ末端における配列番号８７の０～３５０
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８４のＣ末端における配列番号８
７の０～２４４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｄｄ）配列番号８５、および配列番号８５のＮ末端における配列番号８７の０～５３９
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８５のＣ末端における配列番号８
７の０～５５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｅｅ）配列番号８６、および配列番号８６のＮ末端における配列番号８８の０～３３６
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８６のＣ末端における配列番号８
８の０～７４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｆｆ）配列番号１２２、および配列番号１２２のＮ末端における配列番号１２１の０～
５９個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２２のＣ末端における配列
番号１２１の０～１０３０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｇｇ）配列番号１２３、および配列番号１２３のＮ末端における配列番号１２１の０～
５２４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２３のＣ末端における配
列番号１２１の０～５６１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｈｈ）配列番号１２４、および配列番号１２４のＮ末端における配列番号１２１の０～
６３７個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２４のＣ末端における配
列番号１２１の０～４５１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｉｉ）配列番号１２５、および配列番号１２５のＮ末端における配列番号１２１の０～
７５９個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２５のＣ末端における配
列番号１２１の０～３２８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｊｊ）配列番号１２６、および配列番号１２６のＮ末端における配列番号１２１の０～
９０４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２６のＣ末端における配
列番号１２１の０～１８８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｋｋ）配列番号１３４、および配列番号１３４のＮ末端における配列番号１３２の０～
５９１個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３４のＣ末端における配
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列番号１３２の０～６８３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｌｌ）配列番号１３５、および配列番号１３５のＮ末端における配列番号１３２の０～
７０３個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３５のＣ末端における配
列番号１３２の０～５７２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｍｍ）配列番号１３６、および配列番号１３６のＮ末端における配列番号１３２の０～
８１４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３６のＣ末端における配
列番号１３２の０～４６１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｎｎ）配列番号１３７、および配列番号１３７のＮ末端における配列番号１３２の０～
９２４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３７のＣ末端における配
列番号１３２の０～３５１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｏｏ）配列番号１３８、および配列番号１３８のＮ末端における配列番号１３２の０～
１０３５個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３８のＣ末端における
配列番号１３２の０～２４１個の追加の連続するアミノ酸；および
（ｐｐ）配列番号１３９、および配列番号１３４のＮ末端における配列番号１３２の０～
５９８個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３４のＣ末端における配
列番号１３２の０～２２５個の追加の連続するアミノ酸；
からなる群より選択されるアミノ酸配列からなる、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目１３）
配列番号１～１０、２７～３５、５３～５７、６６～６８、７５、７６、８０、８１、８
４～８６、１１０～１１７、および１３９～１４４からなる群より選択されるアミノ酸配
列からなる、項目１２に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目１４）
（ａ）配列番号１、および配列番号１のＮ末端における配列番号１８の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号１のＣ末端における配列番号１８の０～２
８２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｂ）配列番号２、および配列番号２のＮ末端における配列番号１８の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号２のＣ末端における配列番号１８の０～３
９０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｃ）配列番号３、および配列番号３のＮ末端における配列番号１９の０～２９４個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３のＣ末端における配列番号１９の０～
３９０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｄ）配列番号４、および配列番号４のＮ末端における配列番号２０の０～２９７個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号４のＣ末端における配列番号２０の０～
３９６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｅ）配列番号５、および配列番号５のＮ末端における配列番号２１の０～３１０個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５のＣ末端における配列番号２１の０～
３８０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｆ）配列番号６、および配列番号６のＮ末端における配列番号２２の０～２８８個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６のＣ末端における配列番号２２の０～
３９３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｇ）配列番号７、および配列番号７のＮ末端における配列番号２３の０～７０個の追加
の連続するアミノ酸、および／または配列番号７のＣ末端における配列番号２３の０～３
９２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｈ）配列番号８、および配列番号８のＮ末端における配列番号２４の０～９０６個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８のＣ末端における配列番号２４の０～
５８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｉ）配列番号９、および配列番号９のＮ末端における配列番号２５の０～６５４個の追
加の連続するアミノ酸、および／または配列番号９のＣ末端における配列番号２５の０～
６４６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｊ）配列番号１０、および配列番号１０のＮ末端における配列番号２６の０～５１個の
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追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１０のＣ末端における配列番号２６の
０～７６８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｋ）配列番号２７、および配列番号２７のＮ末端における配列番号４５の０～１６９個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２７のＣ末端における配列番号４５
の０～５２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｌ）配列番号２８、および配列番号２８のＮ末端における配列番号４６の０～１６０個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２８のＣ末端における配列番号４６
の０～７５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｍ）配列番号２９、および配列番号２９のＮ末端における配列番号４７の０～５１個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号２９のＣ末端における配列番号４７の
０～７７８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｎ）配列番号３０、および配列番号３０のＮ末端における配列番号４８の０～５２個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３０のＣ末端における配列番号４８の
０～７８６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｏ）配列番号３１、および配列番号３１のＮ末端における配列番号４９の０～３６５個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３１のＣ末端における配列番号４９
の０～５０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｐ）配列番号３２、および配列番号３２のＮ末端における配列番号５０の０～１２９０
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３２のＣ末端における配列番号５
０の０～６２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｑ）配列番号３３、および配列番号３３のＮ末端における配列番号５１の０～３９４個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３３のＣ末端における配列番号５１
の０～６５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｒ）配列番号３５、および配列番号３５のＮ末端における配列番号５２の０～９８個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３５のＣ末端における配列番号５２の
０～３６個の追加の連続するアミノ酸；
（ｓ）配列番号５３、および配列番号５３のＮ末端における配列番号６３の０～４５９個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５３のＣ末端における配列番号６３
の０～６８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｔ）配列番号５４、および配列番号５４のＮ末端における配列番号６４の０～６０個の
追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５４のＣ末端における配列番号６４の
０～７６２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｕ）配列番号５５、および配列番号５５のＮ末端における配列番号６５の０～２７１個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５５のＣ末端における配列番号６５
の０～４１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｖ）配列番号６６、および配列番号６６のＮ末端における配列番号７２の０～７０３個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６６のＣ末端における配列番号７２
の０～４７３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｗ）配列番号６７、および配列番号６７のＮ末端における配列番号７２の０～９２４個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６７のＣ末端における配列番号７２
の０～３５３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｘ）配列番号６８、および配列番号６８のＮ末端における配列番号７３の０～３４４個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号６８のＣ末端における配列番号７３
の０～７６１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｙ）配列番号３４、および配列番号３４のＮ末端における配列番号４７の０～７４８個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号３４のＣ末端における配列番号４７
の０～６２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｚ）配列番号５７、および配列番号５７のＮ末端における配列番号６５の０～１６１個
の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号５７のＣ末端における配列番号６５
の０～１４１個の追加の連続するアミノ酸；
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（ａａ）配列番号８０、および配列番号８０のＮ末端における配列番号８２の０～３４８
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８０のＣ末端における配列番号８
２の０～５３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｂｂ）配列番号８１、および配列番号８１のＮ末端における配列番号８３の０～３５８
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８１のＣ末端における配列番号８
３の０～１２４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｃｃ）配列番号８４、および配列番号８４のＮ末端における配列番号８７の０～３５０
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８４のＣ末端における配列番号８
７の０～２４４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｄｄ）配列番号８５、および配列番号８５のＮ末端における配列番号８７の０～５３９
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８５のＣ末端における配列番号８
７の０～５５個の追加の連続するアミノ酸；
（ｅｅ）配列番号８６、および配列番号８６のＮ末端における配列番号８８の０～３３６
個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号８６のＣ末端における配列番号８
８の０～７４個の追加の連続するアミノ酸；
（ｆｆ）配列番号１２２、および配列番号１２２のＮ末端における配列番号１２１の０～
５９個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２２のＣ末端における配列
番号１２１の０～１０３０個の追加の連続するアミノ酸；
（ｇｇ）配列番号１２３、および配列番号１２３のＮ末端における配列番号１２１の０～
５２４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２３のＣ末端における配
列番号１２１の０～５６１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｈｈ）配列番号１２４、および配列番号１２４のＮ末端における配列番号１２１の０～
６３７個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２４のＣ末端における配
列番号１２１の０～４５１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｉｉ）配列番号１２５、および配列番号１２５のＮ末端における配列番号１２１の０～
７５９個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２５のＣ末端における配
列番号１２１の０～３２８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｊｊ）配列番号１２６、および配列番号１２６のＮ末端における配列番号１２１の０～
９０４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１２６のＣ末端における配
列番号１２１の０～１８８個の追加の連続するアミノ酸；
（ｋｋ）配列番号１３４、および配列番号１３４のＮ末端における配列番号１３２の０～
５９１個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３４のＣ末端における配
列番号１３２の０～６８３個の追加の連続するアミノ酸；
（ｌｌ）配列番号１３５、および配列番号１３５のＮ末端における配列番号１３２の０～
７０３個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３５のＣ末端における配
列番号１３２の０～５７２個の追加の連続するアミノ酸；
（ｍｍ）配列番号１３６、および配列番号１３６のＮ末端における配列番号１３２の０～
８１４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３６のＣ末端における配
列番号１３２の０～４６１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｎｎ）配列番号１３７、および配列番号１３７のＮ末端における配列番号１３２の０～
９２４個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３７のＣ末端における配
列番号１３２の０～３５１個の追加の連続するアミノ酸；
（ｏｏ）配列番号１３８、および配列番号１３８のＮ末端における配列番号１３２の０～
１０３５個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３８のＣ末端における
配列番号１３２の０～２４１個の追加の連続するアミノ酸；および
（ｐｐ）配列番号１３９、および配列番号１３９のＮ末端における配列番号１３２の０～
５９８個の追加の連続するアミノ酸、および／または配列番号１３９のＣ末端における配
列番号１３２の０～２２５個の追加の連続するアミノ酸；
からなる群より選択されるアミノ酸配列を含む、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原であって、
ここで、該アミノ酸配列のＮ末端アミノ酸のアミノ基は、天然のグラム陽性細菌のタンパ
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ク質において連結されているアミノ酸のカルボキシル基にペプチド結合によって連結され
ず、および／または該アミノ酸配列のＣ末端アミノ酸のカルボキシル基は、天然のグラム
陽性細菌のタンパク質において連結されているアミノ酸のアミノ基にペプチド結合によっ
て連結されない、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目１５）
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原であって：
　Ａ（ＬＢ）ｎ

からなり、
ここで：
　Ａは第一のＣｎａ＿Ｂドメインであり；
　Ｂは第二のＣｎａ＿Ｂドメインであり；
　ｎは１～１０であり；かつ
　Ｌは独立して、存在しないかまたはアミノ酸リンカーである、
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目１６）
配列番号１２７～１３１および１３３～１４４からなる群より選択されるアミノ酸配列を
含む、項目１５に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目１７）
前記第一のＣｎａ＿Ｂドメインおよび少なくとも１つの第二のＣｎａ＿Ｂドメインが、２
つの異なるグラム陽性細菌のタンパク質のドメインである、項目１５に記載のＣｎａ＿Ｂ
ドメイン抗原。
（項目１８）
前記２つの異なるグラム陽性のタンパク質が、連鎖球菌の２つの異なる種由来である、項
目１７に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目１９）
前記グラム陽性細菌のタンパク質のうちの少なくとも１つが、Ｓ．ａｇａｌａｃｔｉａｅ
、Ｓ．ｐｙｏｇｅｎｅｓ、Ｓ．ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ、Ｓ．ａｕｒｅｕｓ、Ｓ．ｓｕｉｓ
、およびＳ．ｅｑｕｉからなる群より選択される細菌由来である、項目１７に記載のＣｎ
ａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目２０）
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原であって：
　Ａ（ＬＢ）ｎ

を含み、ここで：
　Ａは第一のＣｎａ＿Ｂドメインであり；
　Ｂは第二のＣｎａ＿Ｂドメインであり；
　ｎは１～１０であり；かつ
　Ｌは独立して、存在しないかまたはアミノ酸リンカーであり；そして
ここで、該第一のＣｎａ＿ＢドメインのＮ末端アミノ酸のアミノ基は、天然のグラム陽性
細菌のタンパク質において連結されているアミノ酸のカルボキシル基にペプチド結合によ
って連結されず、および／または該第二のＣｎａ＿ＢドメインのＣ末端アミノ酸のカルボ
キシル基は、天然のグラム陽性細菌のタンパク質において連結されているアミノ酸のアミ
ノ基にペプチド結合によって連結されない、
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目２１）
配列番号１～１０、２７～３５、５３～５７、６６～６８、７５、７６、８０、８１、８
４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１３３～１４４からなる群より選択
されるアミノ酸配列から本質的になる、Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目２２）
　項目１～２１のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原；および
　細菌抗原、
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を含む、融合ポリペプチド。
（項目２３）
キャリアタンパク質に結合されている項目１～２１のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイ
ン抗原または項目２２に記載の融合ポリペプチド。
（項目２４）
項目１～２１のいずれかに記載の単離されたＣｎａ＿Ｂドメイン抗原または項目２２に記
載の融合ポリペプチドをコードする核酸分子。
（項目２５）
発現ベクターである、項目２４に記載の核酸分子。
（項目２６）
項目１～２１のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原または項目２２に記載の融合ポ
リペプチドをコードする発現ベクターを含んでいる、宿主細胞。
（項目２７）
Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原または融合ポリペプチドを作製する方法であって：
　発現ベクターが該Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原または該融合ポリペプチドを発現する条件下
で項目２６に記載の宿主細胞を培養する工程と；
　該Ｃｎａ＿Ｂドメイン抗原または該融合ポリペプチドを収集する工程と；
を包含する、方法。
（項目２８）
１つ以上のＣｎａ＿Ｂドメインに対して選択的に結合する単離された抗体であって、ここ
で各々のＣｎａ＿Ｂドメインは、配列番号１～１０、２７～３５、５３～５７、６６～６
８、７４～７６、８０、８１、８４～８６、１１０～１１７、１２２～１２６、および１
３４～１４４からなる群より選択されるアミノ酸配列を含む、単離された抗体。
（項目２９）
アミノ酸配列、配列番号１を含んでいるポリペプチドに結合する、項目２８に記載の単離
された抗体。
（項目３０）
モノクローナル抗体である、項目２８または２９に記載の単離された抗体。
（項目３１）
少なくとも３０％のＧＢＳ株５１５のオプソニン食作用を誘導する、項目２８～３０のい
ずれかに記載の単離された抗体。
（項目３２）
　　項目１～２１のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原；
　　項目２２に記載の融合ポリペプチド；
　　項目２４に記載の核酸分子；および
　　項目２８に記載の単離された抗体
からなる群より選択される、活性因子；ならびに
　薬学的に許容され得るキャリア
を含む、組成物。
（項目３３）
（ａ）項目３２に記載の組成物を含んでいる容器と；
（ｂ）Ｃｎａ＿Ｂドメインを含んでいるグラム陽性細菌のタンパク質に対する免疫応答を
惹起するために該組成物を用いるための説明書と；
を備える、キット。
（項目３４）
グラム陽性細菌による感染を処置することにおける使用のための項目１～２１のいずれか
に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原または項目２２に記載の融合ポリペプチド。
（項目３５）
前記グラム陽性細菌が、Ｓ．ａｇａｌａｃｔｉａｅ、Ｓ．ｐｙｏｇｅｎｅｓ、Ｓ．ｐｎｅ
ｕｍｏｎｉａｅ、Ｓ．ａｕｒｅｕｓ、Ｓ．ｓｕｉｓ、およびＳ．ｅｑｕｉからなる群より
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選択される、項目３４に記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
（項目３６）
グラム陽性細菌による感染を低減する方法であって、該方法を必要とする個体に対して、
有効量の項目１～２１のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原または項目２２に記載
の融合ポリペプチドを投与する工程を包含する、方法。
（項目３７）
前記グラム陽性細菌が、Ｓ．ａｇａｌａｃｔｉａｅ、Ｓ．ｐｙｏｇｅｎｅｓ、Ｓ．ｐｎｅ
ｕｍｏｎｉａｅ、Ｓ．ａｕｒｅｕｓ、Ｓ．ｓｕｉｓ、およびＳ．ｅｑｕｉからなる群より
選択される、項目３６に記載の方法。
（項目３８）
単離された抗原である、項目１～２１のいずれかに記載のＣｎａ＿Ｂドメイン抗原。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４１】
　抗体は、これが、免疫化学アッセイで用いられる場合、他のタンパク質によって提供さ
れる検出シグナルよりも少なくとも５倍、１０倍、または２０倍高い検出シグナルを提供
する場合、本発明によるＣｎａ＿Ｂドメインに対して特異的に結合する。好ましくは、Ｃ
ｎａ＿Ｂドメインに特異的に結合する抗体は、溶液からＣｎａ＿Ｂドメイン抗原を免疫沈
降し得る。いくつかの実施形態では、Ｃｎａ＿Ｂドメインに特異的に結合する抗体は、少
なくとも３０％（例えば、３０、３５、４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０、７
５、８０、８５、９０、９５または１００％）のＧＢＳ株５１５のオプソニン食作用を誘
導する。
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